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１４日（水）の集会で３学期の役員任命式を行いました。３学期はアッという間

に終わってしまう短い学期ですが、本年度のまとめと、新年度のスタートのために大切な期間で

す。級長・副級長を中心に有終の美を飾ってください。

１５日（木）２年２組で研究授業を行いました。資料「手紙～夕やけがうつ

くしい」を通して識字学級について学びました。差別と闘いながらたくましく生き抜いてきた北

代さんの生き方から、自分や周りの人の尊厳を大切にするためには、今の自分たちの生活をどう

改善していけば良いか考えました。２組の皆さんは授業が始まる前から、授業に対して真剣に前

向きに取り組もうとしているオーラが全開にでていました。実際、全員が自分の思いをみんなに

伝えるべく発言をし、真剣に人の意見を聞くことが出来ていました。素晴らしい授業をありがと

うございました。

その後、先生たちと授業について話し合いました。上田先生が日頃

取り組んでいることを紹介してくれたり、他の先生方からアドバイス

があったり、有意義な研究会になりました。どの先生からも２年２組

の授業に臨む姿勢を絶賛する感想がでてきました。

２０日（火）徳島県助産師会から講師をお招き

し、１年生を対象に「思春期学習（性教育出前授業）」を行いました。

命の始まりと妊娠の経過・出産、思春期の心と体の変化、男女の体と

性意識の違い等のお話をしてくれました。

思春期学習で僕は生まれてくるのはキセキということがわかりまし

た。１人でも欠けていると自分は生まれてくることがなかったし、お母さんが命がけで出産して

くれたからです。それに自分だけではなく周りにいる友達もキセキなので自分はもちろん、周

りの人を大切にしていきたいと改めて思いました。

また、自分は１人では絶対生きられなかったので、支えてくれた親や先生方、友達などにも感

謝の気持ちを忘れず生活していきたいです。

今は育ててもらっている側だけれど、いつか育てる側になるかもしれないので、これからも

命の大切さをしっかりと学び、生命について深く考えるなどして、大人になる準備をしていき

たいです。


